
・計画的に語彙、漢字、基礎計算の反復・習熟を行う。
・ドリルパークやスタディサプリを活用して、復習を促し、学力向上のための補習を行う。
・思考が複雑な問題に対し、自分なりの考えを表現する場面を意図的に設定する。
・Googleclassroom等のICTを用いた共有の仕方について、校内で研修する。

⇓

実施する学力向上策
【時期・頻度】

重点的に育成する
資質・能力

① 今年度の目標と学力向上策
・語彙、漢字、基礎計算の力をのばす。
・学習での疑問点を自分で復習できる力をのばす。
・思考が複雑な問題に対し、自分なりの考えを表現する力をのばす。
・Googleclassroom等のICTを活用する能力をのばす。

評価（※）

学力向上策の
見直し

中間評価

学力向上策の
実施状況

⇓

③さいたま市学習状況調査結果の分析④

特徴的な結果

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

評価（※）

今年度の成果と
次年度の課題

⑤

⇓

年度末評価

学力向上策の
実施状況

結果から考えられる
児童生徒の実態

⇓

特徴的な結果

全国学力・学習状況調査結果の分析②

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和８年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【柏陽中学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


